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内

容

概  要 

・超音波を用いて，路面の材質や種類，および表面状態を判別する．

・車椅子や自転車，自動車の制動性能向上のために評価方法の確立を目指す． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 現在，自動車事故死は大きな社会問題となっている．スリップによる追突事

故を防ぐには，制動性能の向上と運転手への注意喚起が必要である．自転車や

自動車等ののりものの制動性能は，路面とタイヤの接地面摩擦に依存する．制

動前に路面状態を把握することが制動性能や制動制御の向上につながる。

本技術の 

有用性 

本研究の目的は，超音波法を用いて路面材質（アスファルト，金属，土等）

や表面状態（乾燥，水たまり，氷結，雪等）の評価・判別方法の確立であ

る． 超音波は，物体１から物体２へ伝播する場合，物体と物体の界面におい

て，材質（音響インピーダンス）の違いや界面の粗さによって反射波の強度や

方向が変化する．この特性を用いて路面状態を識別することができれば対象

物を非接触かつ直接測定することができ，安全な信号取得を容易に行える．  

関連情報 

（図・表・写真等） 

V
各種
センサー

車両模型

・推定法（評価パラメータ
，使用センサ）の検討

・研究成果の公表

路面状態推定

システムの構築

反射超音波の解析によ
る路面材質，路面状態
の基礎的評価

・超音波キットによる送受信の確認

・FFT解析による反射波周波数分析

・波形形状，最大振幅値，分散，減衰，
振幅比等による比較，検討

基礎的結果を基に，装置移
動状態での計測・評価と他
センサによる推定精度向上

・車両模型の製作と計測装置の改良

・車両模型への搭載による移動計測

・騒音，温度，加速度センサによる物理
量の計測．超音波法との組合せ検討
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